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『Mr.Chihiro Kanagawa:The Management 
of The World’s Best Business Leader』

（税務経理協会刊／本体667円＋税）

慶応義塾大学教授／
企業会計基準委員会委員長 西川　郁生

金児　昭著

以前本誌で，大学の大先輩である金児昭氏

の『経営者の実学』の書評を書いたときにも

触れたが，金児氏の講演が氏の昔の体験に及

ぶときは実に面白い。何度聞いても笑える古

典落語のようであるし，金児氏自身の語り口

も無駄の省かれた気負いのない名人芸のよう

なものである。

一方，金児氏の執筆活動は勢いを増し，ア

マゾンでは氏の著書で購入可能なものがこの

時点で148冊にも及んでいる。分野的にも会

計に止まらず「仕事がうまくいくマイナス思

考術」「すぐやる人になれば仕事はぜんぶうま

くいく」などの売れ筋本を連発する活躍ぶり

である。今回私は，『Mr. Chihiro Kanagawa: 

The Management of The World’s Best 

Business Leader』の第２版が出たタイミン

グで書評を書くこととなった。本書は『Mr. 

金川千尋　世界最強の経営』の英語版であり，

原著については，２年前本誌に金川氏本人を

よく知る柏木薫弁護士が書評を書いているこ

ともあり，本稿は，英語版という特徴を踏ま

えて書評を行うものである。

そこで，英語を母国語とする人が読んでど

う思うかという視点を加えるため，オースト

ラリア人の女性会計士にも一読してもらい，

意見交換をした。

外国では，日本人経営者はあまり紹介され

ていないのではないかと想像したが，案の定，

日本のマネジメントに関しては，トヨタ生産

方式は世界的に有名であるが，日本人トップ

マネジメントの基本姿勢や経営判断に関する

書物には彼女も触れたことがないという。本

書では，経営者金川氏のユニークで卓越した

判断力が随所にちりばめられており，私自身

も感心するところが大きかったが，外国人読

者にとっても十分興味深いものであるという

感想が得られた。

本書は，金川氏の直属の部下であり，経理

マンである金児氏が，自己の体験を通じて捉

えた金川氏を書いた，というものである。そこ

で，彼女と私の感想は殆ど一致したのである

が，本書の特徴は，卓越した経営者としての金

川氏を描くことによって，それを描いている

金児氏の姿が，自然に描かれ，二重の人物像が

表現されることとなっているのである。金児

氏が金川氏に指示されたり，金川氏と同席し

てその対応に感心したりすることを通じ，金

児氏自身が浮き彫りにされている。それは，組

織人金児氏の偉ぶらないどことなく親しみの

湧く性格と，仕事一筋の謹厳実直ぶりである。

各章のはじめにある金川氏の引用文のうち，

彼女の心に残ったというものを最後に記して

おくこととする。“A good company continues 

to grow while following the right path （the 

fairway）. It generates sales and profi ts while 

competing fair and square.” 


